
サマリー 

• ２０１１年の東日本大震災の折 過去の大きな災害時同様に 必要な救援物資が届かないことが
問題になった。 

• ボランティアとして 必要とする被災者に物資をセット化して送る作業や 現地での配布に参加し
た。 

• また その後 ＮＧＯその他関係組織へ物資の救援に関するインタビューも行った。 
• その結果 次のように整理できると考えるに至った。 

 
• （１）マズローの理論も参考にし 物資の救援のあり方について 時間軸で 
•    整理すれば４つのパターンができる。 
• （２）物資の救援のパターンごとに 異なるロジスティクスの仕組みがある。この   
     違いを認識し 物資を扱う必要がある。 
• （３）それぞれのパターンはロジスティクスの専門的観点から仕組みを   
     デザインすることが効果的な物資の救援に繋がる。     
• （４）物資の中には 災害発生時に必ず必要になる物があり 平時から準  
•    備できれば 災害時の物資混乱の解消の一つの方法になりうる。 
• （５）そのロジスティクスの運営には ＮＧＯの参加が不可欠である。 
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はじめに 

• ２０１１年の東日本大震災でも 必要な救援物資が届かないことが問題
になった。 

• 物資をセット化して送る作業や 現地での配布に立ち会った経験や そ
の後の ＮＧＯその他関係組織への物資の救援に関するインタビューか
ら 物資の救援に関するロジスティクスは 次のように整理できると考え
るに至った。 
 

• （１）マズローの理論も参考にし 物資の救援のあり方について 時間軸    
     で整理すれば４つのパターンができる。 
• （２）そのパターンごとに 異なるロジスティクスの仕組みがある。 
• （３）それぞれのパターンは ロジスティクスの専門的観点から仕組みを   
     デザインすることが効果的な物資の救援に繋がる。     
• （４）物資の中には 発災後 必ず必要になる物があり 平時から準  
     備できれば それは災害時の物資混乱の解消の一つの方法になり 
     うる。 



物資の救援には４つのパターンがある。 

• パターン１ 
• 被災直後の被災者のサバイバルのために必要となる食糧等 
• おにぎり パン 水 毛布 

• パターン２ 
• 多くの災害に共通して特定グループごとの被災者に必要になる物資（定番物資と呼ぶ） 
• 文房具セットや幼児セット 
• レディスセット 
• 仮設住宅入居時の生活用具 

• ちゃわん 湯呑 箸他 

• パターン３ 
• 避難所での生活とはいえ 被災者個々人のニーズに応じて支給することが必要になった時

の物資 

 
• パターン４ 

• 仮設住宅に移動した後 各世帯・各個人が それぞれの生活のしかた応じて必要とする物資。 

 



災害時の物資の救援に関する
ロジスティクスの基本構造 

• Outer-regional （地外）  intra-regional（地内） 

 

 

 

 

 

•                          connection node 必ず地外に 

•    運べるのは当たり前   インフラの欠如  



パターン１のロジスティクス 

• 被災直後の被災者のサバイバルのために支
給する食糧等 
• おにぎり パン 水 毛布 

• コネクションノードは通過型 在庫の必要はない。 

• 短時間に 同一の物を 大量に扱う。 

• ユニット化と それを基本にしたコントロール 

• 専門物流業者への委託 



パターン１の場合のロジスティクスの基本構造 

• Outer-regional （地外）  intra-regional（地内） 

 

 

 

 

 

•                          connection node 

•          大型トラックの出入り フォークリフト 屋根 



ウイスニー・伊藤・秀島 デリバリーモデル  

• 震度とライフライン（能島・杉戸） 

• 被災者の推定と食糧供給数の想定 
– 避難所被災者への おにぎりと水（５００ｍｌペットボトル） 

• ３・１１の車両スピード（現地調査） 

• 人力と機械荷役（物流施設の運営実績） 

  



モデルによる愛知県の計画との比較 
（website  岐阜大学） （コネクションノード（ハブ）のロケーション） 

 
 

 



パターン２のロジスティクス 

• 多くの災害の被災者に 特定グループごとに
共通して必要になる定番の物資 
– 避難所生活者への支給 
– 仮設住宅移動時の支給 

• 平時からの半製品在庫  
– 平時にまとまった量の提供を受け 半製品化 
– 配布少し前に最終セット化 

• ＮＧＯが運営 
 
– 救援物資セット化マニュアル http://rsy-nagoya.com/ 



パターン２の場合のロジスティクスの基本構造 

• Outer-regional （地外）  intra-regional（地内） 

 

 

 

 

 

•           connection node（全国で２ケ所程度） 



パターン３のロジスティクス 

• 被災者個々人のニーズに応じて支給することが必要に
なった時の物資 

• 発災と同時にコネクションノードを立ち上げ 

•  一般からの救援の物資は すべて一旦ここで受け止
め 被災者のニーズに対応して出荷。 

• ロケーション管理と在庫引き当てのための情報システム 
– 完成された標準的なシステム（ＷＭＳ）を利用 

– 品目数例 ２１４０（仙台の倉庫） 

• 物資提供のルールの徹底（表示や仕分け） 

• ＮＧＯが運営 

• 余った物資の処分ルールの事前周知 

 



パターン３の場合のロジスティクスの基本構造 

• Outer-regional （地外）  intra-regional（地内） 

 

 

 

 

 

•                      connection node 被災地に近い地外 

•             ＷＭＳの用意 



パターン４のロジスティクス 

• 各世帯・各個人が それぞれに生活様式に応じて必要とす
る物資。 

• 各個人・各世帯のニーズに対応するマッチン
グの情報システム 

• 物流は宅配便で可能 

• ＮＧＯが対応 

 



パターン４の場合のロジスティクスの基本構造 

•        Outer-regional （地外）   

 

 

 

 

•                           

 

•         connection node（宅配便会社） 

•          デジタルﾃﾞィバイドの回避 



各パターンの関係（コネクションノードは 別々に） 

発
災 

ニーズ 

サバイバルのため
の物資 

特定の集団の共通な物資 

避難所生活者の個別ニーズ物資 

世帯別個
人別物資 

避難所生活 仮設住宅 

rice ball 
 water 

文房具
セット 

時間 



自治体によるＮＧＯのサポート 

• 何故ＮＧＯか 

• 資金を必要とする施設や設備 

– パターン２の場合  

• 平時からの倉庫維持費 

• 平時からの自治体による支援体制 

– パターン３の場合 

• 短期賃借の倉庫費用と ＷＭＳ 

– パターン４の場合 

• ＮＧＯのオフィスと マッチングのための情報システム 

 

 



おわりに 

• 物資がないと言われる時 本来の意味で物資がない場合と ロジスティクスが不備なために 本
来は物資があるにもかかわらず 物資がないかのような現象が起きている場合がある。 
 

• “物資がない”と言われる多くは 後者の現象ではないか。 
– 物資の確保に偏在があり 足りない避難所と 余剰な避難所がある。  
– 物資はあるが どこにあるかわかりにくく 結果として倉庫から出せない。 
– 物資はあるが あることがわからない。 

 

• これらは いずれの場合でも 物資在庫の管理を徹底すれば 避けられることである。 
 

• もう一つのパターン 
– ２０１１年３月の大災害の折 福島で短期間ではあったが 物資が届かないという状況が発生し隔離地区

への 物資の救援に関するロジスティクスの問題を示唆した。 
• 朝日新聞 プロメテウスの罠 

– 今回 この点について 調査を行うことはできなかった。 
– 原発事故や伝染病の場合 一定地域の封鎖（立ち入りと外出の制限）が 起きる。 

• 人的側面 朝日新聞１２０９０５・・・東京電力  Emergency Logistics Issues Affecting The Response To Katrina 
• 技術的側面 静脈物流の場合に特に重要か。 

– ５つ目のパターンとして 具体的にしていきたい。 
– その場合 口蹄疫の事例も 参考になるのではないかと考えている。 

 
–                                                地外   地内 


